




要約:先天性心疾患術後遠隔期の突然死について検討した。対象は 1968 年以降に開心術を

施行した 2227 例のうち突然死した 12例である。基礎心疾患はファロー四徴、大血管転位

などチアノーゼ型の重症心疾患が多かった。死因の多くは不整脈と思われた。突然死は、

運動中だけでなく日常の生活中にも起こっており、運動管理のみでは防ぎきれない。今後、

手術方法の改善、術後不整脈に対する対策が特に重要と考える。


